
《美しく碧きドナウ 注意事項及び変更事項》 音楽監督 坂本秀明  

 

 ドナウ河は、ドイツ南西部バーデン地方のシュヴァルツヴァルト（黒い森）に源を発し、 

黒海に注ぐまでヨーロッパを東西に流れる、全長２８６０ｋｍの大河です。 

P.35 の歌の出だしはパッサウからウィーンそしてブタペストへ向かう船旅をイメージしてください。 

船着き場からゆっくりスタートして、３段目のアルトの“うるわし…”から、テンポを上げていきます。 

P.35 の出だしのアルトはメロディーのみ。アルトのⅡは P.36 の１段目６小節までカットします。 

ソプラノⅡは P.35 の１段目６小節からアルトのⅡを歌い、３段目の「みずゆく」は「ドドミミ」に変更。

P.36 の１段目「あいいろ」は「ララファファ」に変更。 

P.36 の１段目の最後「ドナーウ」の「ウ」はスタッカートにして次の「の」に入る前に間をあけます。 

P.36 の３段目「野を超えて」の「超」にテヌート、 

P.37 の１段目「みずどり」の「ど」にテヌートを書いてください。 

P.37 の３段目「はなの」の後のブレスはカットします。 

P.38 の１段目「あきには」から少し物悲しげに憂愁を帯びた音色にしましょう。 

「はるには」とのコントラストをつけましょう。「つきの」の後のブレスはカットします。 

P.38２段目の「ひかりを」の「を」は fからｍｐに変更してください。 

P.38２段目の２番カッコの「ウィーンの」は「ウ」と「イーン」と分けて歌います。 

P.39２段目の３小節目にリタルダンド（rit.）を書いてください。 

P.40３段目の「ボートに」のあとはブレスを書いてください。 

P.42３段目の２小節目と４小節目にアッチェレランド（accel.）を書いてください。 

そして「しのんで」の「ん」と「で」の間に間をあけます。 

「たこんの」の「ん」と「の」の間に間をあけます。 

P.43１段目４小節目に accel.「ほとりを」の「り」と「を」の間に間をあけます。 

次の「いまもなおあゆむ」は、Piu mosso にします。 

P.43 の２段目２小節に rit.を書いてください。 

P.43 の２段目６小節目に accel.を書き「きえても」の「て」と「も」の間に間をあけます。 

P.43 の３段目２小節目に accel.を書き「ゆめみる」の「み」と「る」の間に間をあけます。 

P.44 の 1 段目２小節目に accel.を書き「むかしを」の「し」と「を」の間に間をあけます。 

次の「えがきだそうよ」は piu mosso と書いてください。 

P.44 の３段目３小節目に P と書いてください。 

P.45１段目の１小節目の「われら」の前にブレスを書いてください。 

４小節目５小節目の「むのだ」は、それぞれスタッカートで。 

P.46１段目の男声「ララララララ」は「うつくーしく」に変更 

  ２段目の「ララララララ」は「あおきドナウ」に変更します。 

  ３段目の４小節目の女声「みずは」はフェルマータは無しにします。 

P.47１段目の２小節目は rit.３小節目に Maestoso（堂々と）と書いてください。 

  ３段目の６小節目は rit.と書いてください。 

P.48２段目の６小節目のアルトの「うつくしくあ」はオクターブ下で歌ってください。 

  同じくテノールは「うつくしくあ」を全員オクターブ上で歌ってください。 

  バスの３段目の３・４・５・６小節及び P.49 は全員上の音を歌ってください。 

以上の注意の御記入をよろしくお願いいたします。 

（２０２３年４月２６日現在） 


